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朝日遺跡の “衣・食・住”

公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団

愛知県埋蔵文化財センター
〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24

　 Tel. 0567-67-4163　　 Fax.0567-67-3054　

http://www.maibun.com/top/お問い合わせ先

次回は８月６日（土）「朝日遺跡の“日常と非日常”」石黒立人

宮腰健司
（愛知県埋蔵文化財センター センター長）

キーワード：機織り　網羅的な生業　松菊里型竪穴住居　

2016 年７月 30日（土）13:30～
愛知県陶磁美術館本館展示説明室

埋蔵文化財展「弥生への旅　朝日遺跡」

【主催】愛知県陶磁美術館、愛知県教育委員会、
　　　（公財）愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター
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松菊里型竪穴住居跡 竪穴住居跡検出状況

松菊里型竪穴住居跡 方形竪穴住居跡

胴張型竪穴住居跡 幅の広い周溝をもつ竪穴住居跡

周堤をもつ竪穴住居跡

（弥生時代中期前葉） （弥生時代中期後葉？）

（弥生時代中期後葉） （弥生時代後期）

（古墳時代初頭～前期）
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6～13・21・22は縮尺 1/6
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朝日遺跡で食べていた？もの

A. 植　物
　　穀類　米粒として出土 約 4300粒、稲穂塊 5 点（穂摘み？）
　　　　　稲の品種は日本型で、４種類ほどに分かれる。発育不全粒が約６割？ある。
　　マメ類　アズキ？
　　堅果類　マデバシイ・ナラガシワ・オニグルミ・クヌギ？
　　ウリ類　ウリ類（マクワウリ・シロウリ？）・ヒョウタン
　　果樹類　モモ・キイチゴ属・ブドウ属
　　その他　サンショウ類・シソ科・ナス科
B. 動　物
　　魚類　
　　　淡水域　コイ・フナ・ナマズ・アユ
　　　汽水域～内湾　スズキ・ボラ・クロダイ・ウナギ
　　　沿岸岩礁域　アイナメ属
　　　内湾～沿岸域　イワシ類（マイワシ・カタクチイワシ）・サバ・アジ・ニシン・ウシサワラ
　　　内湾～外洋　サメ類（アオザメ）・マグロ類・ブリ・マダイ・エイ類
　　ほ乳類
　　　イノシシ・シカ（２：１～４：１）・イヌ
　　　モグラ類・ネズミ類・ニホンザル・ノウザギ・キツネ・タヌキ・オオカミ・アナグマ・カワウソ・イルカ・
　　　クジラ
　　両生類・は虫類　カエル類・ヘビ類・カメ類（ウミガメ・陸ガメ）
　　鳥類　
　　　カモ類・ガン類
　　　ワシ類・キジ・ハクチョウ類・ツル類・カラス類・アビ類・サギ類・カイツブリ類・ニワトリ
C. 貝類
　　　前期～中期にかけて大規模な貝塚や貝層がみられる。中期には谷Aの南斜面一帯（最大長約 200m、
　　幅約 10m、厚さ約 1m）に貝の廃棄が行なわれる。
　　　ハマグリ・マガキ・アサリ・ヤマトシジミ・タニシ類

ヤナ遺構
上流の木組みと下流のすのこ状の木組みとの間にサカナ
を追い込んでつかまえます。

※X線撮影：奈良文化財研究所
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石鏃の刺さったシカ腰椎
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